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令和８年７月２３日（木）、佐野支援学校自立活動指導部の清水謙二先生にお越しいただき、「一人ひとりの

課題に応じた支援」～アセスメントから支援へ～をテーマに、検査の演習も取り入れながら講義をしていただ

きました。校内外合わせて１３６名の先生方が受講されました。以下、簡単に内容を紹介いたします。 
 

①アセスメントの目的と方法 

子どもについての情報をさまざまな角度から収集し、それらを

整理・分析して子どもたちの実態に迫っていくプロセスです。 

方法として、情報収集法・観察法・検査法があります。 

これらを通して、多面的・総合的解釈をし、具体的な支援方法に

つなげていきます。 

 

②自立活動／各区分で用いるアセスメントの紹介 

【自立活動全般】→S-M社会生活能力検査、WISC-Ⅳ・Ⅴ、KABC-Ⅱ、課題整理･目標設定シート※など 

【健康の保持】→排せつ・睡眠の記録、課題分析 

【心理的な安定】→MAS、行動の記録、Vineland-Ⅱ（適応行動尺度） 

【人間関係の形成】→ソーシャルスキル尺度、心の理論課題、MAS、行動の記録 

【環境の把握】→眼球運動検査など 

【身体の動き】→姿勢写真、重心の左右差、課題分析など 

【コミュニケーション】→LCスケール／LCSA、ワトソン言語発達検査など  

 

③課題整理･目標設定シート※の活用 

佐野支援学校では小学部１年生から高等部３年生まで継続して、課題整理・目標設定シート（自立活

動６区分２７項目を落とし込んだチェックリスト）を活用しています。前担任が入力した内容を現在

の担任が確認し、子どもの実態把握や指導の継続に役立てています。一人の視点ではなく、多数の視

点から子どもを見ること、子どもの学習内容を先に設定するのではなく、アセスメントに基づいて学

習内容を考えることを大切にしています。キャリア教育のチェックリストと合わせて活用しています。 
 

 

④検査演習 

研修の中で検査用紙を用い、実際に担任している児童

生徒の実態把握を行いました。 

改めて行ってみると普段見えていない部分や児童生徒

が苦手なことに注目しがちであることに気づきました。 

苦手を克服するよりも得意なところ・良いところを伸ばす

という視点が大切です。このような検査を活用すること

で、子どもたちにあった自立活動を行うことにつながると

おっしゃっていました。 
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